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～千鳥橋薬局にて

高齢者の患者自己負担が
　　　　　　引きあげられます

　２月２日(金)に、第１１回すこやか講座を千鳥橋薬局にて開
催しました。
　今回は「お肌チェック相談会」ということで、当日は残念な
がら天気に恵まれない中、みなさんに集まっていただきうれし
く思いました。

　インストラクターの方に肌の構造や乾燥肌のしく
み、スキンケアに関するアドバイスや保湿剤の種類な
どについてお話をしていただきました。
　モイスチャーチェッカーを使い、参加された皆さん
の肌の水分量を簡単に測った後、個別に保湿液を塗っ
ていただいて、どれくらい保湿度が上がるかなどのス
キンチェックをおこないました。
　普段のお手入れについての質問も飛び交い、なごや
かな雰囲気の中で行うことができました。

『お肌チェック相談会』

◆二段階の引き上げ
　2006年10月 「現役並み所得者」に区分の70歳以上の高齢者
 2割負担　⇒　3割負担へ
　2008年４月 「現役並み所得者」でない70 ～ 74歳の高齢者
 １割負担　⇒　2割負担へ

　所得が現役並みだから、負担も現役並み
にするということは、一見合理性があるよ
うに見えますがきわめて不公平なものです。
人は高齢期に病気になりやすく、治療の時
間も長くかかります。負担割合を同じにす
れば、実質的な負担は若年層の何倍にもな
ります。このように見かけの負担割合を同
じにするのはいかがなものでしょうか。

 年齢 所得層 これまで 2006年10月～ 2008年度～

 ～69歳 高・一般・低  3割

 70～74歳
 現役並み 2割 　　　　　3割

  一般・低 　　　　　1割 　　　　　　　2割

75歳～
 現役並み 2割 　　　　　3割

  一般・低 　　　　　　　　　1割

※75歳以上は1割負担とされ
ているが、2割負担を求め
る議論も
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